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　連載第 1回では，学術雑誌の誕生，
ディジタル化・ウェブ化がどう影響を
及ぼしたのかについて駆け足で説明し
た。今回は，論文出版にまつわる現状
の諸問題について取り上げたい。

論文へのアクセスの格差

　研究者数の多い大規模大学では，図
書館資料費により購入されるジャーナ
ル数も多い。大学図書館コンソーシア
ム連合による報告書では，専任教員，
学部生，大学院生の数が 1万 5000人
を超える大規模大学の平均購読ジャー
ナル数（カレントのみ）は 1万タイト
ル程度に上るとされる。しかし中規模
大学（5000 ～ 1 万 5000 人）では約
3700タイトル，小規模大学（5000人
未満）では約 1200タイトルと大きな
違いがある。つまり，“知のインフラ”
へのアクセスには大学によってこれだ
けの格差が存在するのだ。
　背景には，ジャーナルの“パッケー
ジ化”がある。電子ジャーナルは印刷
コストの削減によって，より多くのジ
ャーナルを読むことを可能にしたため，
大手出版社はこぞって傘下のジャーナ
ルをパッケージ化して売り込んだ。研
究者にとって，図書館に出向かずとも
自室にいながら研究情報にアクセスで
きる電子ジャーナルは極めて重宝する
存在となり，導入当初“パッケージ化”
は大いに評判が良かった。この状況を
反映して出版社は次々と新たなジャー
ナルを創刊し，基盤整備やシステムの
アップデートにかかる費用を理由に，
購読料を毎年上げていった。しかしな
がらジャーナル価格の高騰により，大
学によっては購読ジャーナル数を減ら
さざるを得ない状況が生じている。
　ジャーナル購読費の値上げを飲まな
ければならない理由は，研究者にとっ
ては，A社の Xという雑誌は B社の
Yという雑誌に替えられない価値があ
るからである。「パンが食べられなけ
ればお菓子を食べればいいじゃない」
というわけにはいかないのだ。また，
大手出版社によって市場は寡占状態に
あり，競争原理が働かない。したがっ
て，読めるジャーナルが減る問題を図
書館のせいにしてもらっては困る。

研究競争の激化とインパクト・
ファクター

　さて，週刊医学界新聞の読者がおそ
らく最も気にされている「インパク

ト・ファクター（IF）」について触れ
ておこう。IFは現状の論文出版問題
において，商業化と大いに関係する。
IFは Eugene Gar�eldによって 20世紀
半ばに考案され，1975年から使われ
始めた。Journal Citation Reportsという
データベースに収録される自然科学，
社会科学分野の約 2万 1000誌を対象
に，各誌に含まれる論文数と被引用数
から算出される IFは，本来その雑誌
の平均的な論文の引用数を示すもので
あり，個々の論文の価値を示すもので
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。また，引用数はその分野の研
究者人口に左右されるだけでなく，引
用が批判的か好意的かをデータ分析
ツールからは判断できないという限界
もある。IFによる評価は種々の問題
があると知りつつも，数字はわかりや
すいので，医学生命科学業界の研究者
は掲載される雑誌の IFに敏感である。
また学会誌を編集する立場であれば，
自分がかかわる雑誌がどう評価されて
いるかという意味で，毎年発表される
IFの動向が気になるはずだ。
　学術雑誌をざっくり 2つに分ける
と，歴史的に古い「学会誌」の系統と，
Nature誌や Cell誌のような「商業誌」
がある。英国の Philosophical Transac-
tions of the Royal Societyや米国の Pro-
ceedings of National Academy of Science
などのような科学アカデミーが発行す
る総合雑誌も，学会誌の仲間である。
このような学会誌のEditor-in-Chief（編
集長）は学会員から選ばれ，編集委員会
が組織されている。かたや商業誌の場
合には，編集長は専任で，出版社に所

属している。ややこしいのは，現在は
多くの学会誌も大手出版社の傘下にあ
ることだ。例えば，筆者が以前理事長
を務めていた日本神経精神薬理学会の
オフィシャルジャーナルである Neuro-
psychopharmacology Reports は，現在
Wiley社により編集・発行されている。
　IFが普及する以前より雑誌の「格」
は存在した。科学の総合週刊誌として
始まった Nature誌は，1970年代には
すでに「Natureに論文が出ました」と
言えば研究者仲間から「おめでとう！」
と言ってもらえる雑誌だった。現在，
Nature誌の IF値は 69.504で，生命科
学系の伝統ある学会誌の 1つである
Rockefeller University Pressが発行する
Journal of Cell Biologyの IF値（8.077）
の約 9倍だが，かつて両者にはそのよ
うな格差は無かった。ちなみに臨床系
の雑誌の IFはさらに高騰しており，
New England Journal of Medicine が
176.079，A Cancer Journal for Clinicians
に至っては一時期 508.702という値が
付けられた。IF値の急上昇は，ネッ
ト販売される高級ワインの市場を思い
出させる。
　かつて，良識のある研究者のライフ
スタイルは，きちんとした学会誌に論
文発表を重ねていくということであっ
た。ところが研究者人口が増え，分野
が細分化されて深化し，自分のよく知
る分野以外の研究成果の評価が難しく
なってくると，“わかりやすい物差し”
の 1つとして IF値が重宝されるように
なった。例えば，植物学分野以外の生
命科学研究者から見て，「IF値 12.085

の Plant Cell誌に発表されている論文
なら，信用できる成果に違いない」と
判断する材料となりやすいのである。
つまり，論文の中身ではなく，掲載さ
れた雑誌の IF値が独り歩きしている。
　さらに，医学生命科学業界では競争
激化により，「インパクトのある成果＝
論文が高 IF値のジャーナルに掲載され
ること」とみなす研究者も多いという
状況を招いた。研究室主宰者にとって
は，高 IF値のジャーナルに論文を出す
ことが大型研究費の獲得に直結し，若
い研究者にとっては次のポストを獲得
できるかどうかにかかわってくる。こ
のような状況が研究不正を生む土壌に
もなり得ることは，大いに憂慮すべき
事態である〔詳しくは『責任ある研究
のための発表倫理を考える （高等教育
ライブラリ）』（東北大学出版会）参照〕。

APCの負担増

　雑誌を購読していなくても読める
オープンアクセス（OA）論文は，他
の研究者の目に触れることも多くなる
ため，被引用数が多くなる。したがっ
て，研究者としてはなるべくなら OA
論文を出版したい。だが，OA出版に
は通常の非 OA論文より高額な APC
（Article Publishing Charge）と呼ばれる
掲載料が必要となる。
　ところで，読者も気づいておられるか
もしれないが，APCと IFの間には「正の
相関性」がある。一例は表の通りだ。
生命科学業界では高い IFのジャーナル
から，IFが付かないくらい，誰にも引用
されない論文ばかり掲載される雑誌も
あるが，IFの高い雑誌は APCも高い。
APCも徐々に値上がりしており（しか
も，昨今の円安……），研究者にとって
の負担は大きい。現在，OA誌の APC
のボリュームゾーンは 3000ドルくら
いのところにあり，もう少し高 IFの
雑誌では 6000ドルあたり。APCは通
常，研究費から支払われる。すなわち
大学は，出版社から購読料と APCを
“二重取り”されている状態なのだ。
　いわゆる文部科学省の科研費で，基
盤研究 Cと呼ばれる枠では，3～5年
間の研究期間に対して 500万円以下の
支援がなされる。500万円を毎年 100
万円ずつ 5年間使うとすると，1報で
40～ 50万円の APCを支払うことは
かなり厳しい。実際，科学技術の状況
に係る総合的意識調査報告書（
bit.ly/3NolFBh）によれば，年間の外
部資金が 100万円未満の研究者（約
350人）では，20～30％は APCの支
払いをしたことが無いと回答してい
る。つまり，大型研究費を獲得してい
る研究者でなければ，高 IFの雑誌に
投稿できないということになる。貧し
い研究者は APCを支払えず，非 OA
誌にそっと論文を出すしかできない。
そしてそのような論文は人々の目にと
まらない……。この状況は由々しき問
題であると筆者は考える。
　この現状をどう打開すればよいか。
方策については，次回の論点としたい。

●表　  生命科学・神経科学分野における電子ジャーナルの IFと APCの相関図（東北大
学附属図書館作成）

APCのボリュームゾーンは約 3000ドル。青字部分はオープンアクセス誌。
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オープンサイエンス時代の
論文出版
オープンサイエンス時代の
論文出版
第2回 進む学術情報の“商業化” 大隅　典子 東北大学大学院医学系研究科発生発達

神経科学分野　教授／同大附属図書館長

論文の購読料や掲載料が高騰し続けている。世界の潮流は最新の知見を誰もが享受できることを理想
とする“オープンサイエンス”にあり，そのために仕方なく高額な費用を支払っている研究者も多い
はずだ。研究者を取り巻く論文出版の状況は，今後どう変容していくのか。研究者兼大学図書館長の
大隅氏が現状を分析しながら，これからの論文出版の在り方を考察していく。
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